
 

カルシュは余暇には旅に出て、時間の許す限り、様々な場所を自らの足で訪ね歩い

た。当時の交通事情もあって、訪れる場所は限られていたが、到るところで自然と向き

合い、心を通わせたことを教え子らに後に語っている。実際に、自然の美しさを捉えた

彼の確かな眼光とその印象は彼の残した写真の中に数多く見出すことができる。 

巡り合う風光は例えようもなく美しかった。そして、深く印象に残る山河湖沼や広大

な空と海のなす自然の姿は神そのものであり、人々の生活に密着しながら、神との相互

の信頼を彼らの心に映し出す光源であることに気がついた。そして、彼は積極的に周囲

の人々と交わり、心の輪を広げて行くなかで、人々の暖かい心のあり方に限りない愛着

と親近感を覚えるようになった。それは、ヨーロッパには見られない雰囲気と落ち着き

の不思議な秩序を醸し出すものであった。 
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